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ま え が き 

 

 

先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられた Society5.0 時代が到来し

つつあり、社会の在り方がこれまでとは劇的に変わる状況が生じつつあります。また、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大により、社会の変化はさらに複雑で予測困難となってきていま

す。  

このように急激に変化する時代の中で、子供たちが、自分のよさや可能性を認識するととも

に、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変

化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、そ

の資質・能力を育成することが求められています。  

「富山県教育大綱」に掲げられている「ふるさと富山に誇りと愛着を持ち、地域社会や全国、

世界で活躍し、未来を切り拓く人材の育成 ―  真の人間力を育む教育の推進  ―」の基本理念

のもと、県教育委員会では、生涯にわたって学び続けるとともに、新たな教育課題に応じた教

育実践ができる教員の育成を目指し、資質向上を図る研修の充実に取り組んでいるところです。 

令和３年度の教職員研修の計画作成に当たっては、「富山県教職員研修在り方検討会」（平

成 18 年）の提言を指針として、「児童生徒と触れ合う時間の確保」「今日的な課題への対応」

「学校・教職員のニーズへの対応」の視点から、初任者研修等における研修内容の精選や、ICT

を活用した授業づくりに関する研修の充実を図りました。  

各学校においては、校外での各研修の成果を校内研修に還元していくことに加え、先輩教員

から若手教員への教育理念や教育技術等の継承、キャリアステージに応じた教職員の資質向上

等に、鋭意取り組んでいただきたいと思います。  

学校教育の充実は、教職員の資質･能力に負うところが大きく、教職員一人一人が「教育者と

しての使命感と倫理観」「児童生徒に対する教育的な愛情」「確かな学力を身に付けさせるた

めの教育技術・実践的な指導力」を備えていることが重要です。そのため、県教育委員会主催

の研修においても継続して内容の充実と改善に努めてまいりたいと考えます。  

これからも全ての教職員が指導力を高め、自信と誇りをもって取り組むことにより、活力あ

る教育活動を展開し、信頼される学校づくりを進めていただくよう、心から期待します。  

 

令和３年３月  

                    富山県教育委員会  

                      教育長   伍 嶋 二 美 男  
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教職員研修運営要綱
富山県教育委員会

１ 趣 旨

教職員としての資質の向上に必要な研修を、そのキャリアステージと教職員一人一人の研修ニ

ーズに対応して組織化・体系化するとともに、教職員が意欲的に取り組めるよう研修を企画運営

し、本県教育の充実発展を図る。

２ 方 針

(1) 教職員の研修は、「県教委・市町村教委が行う研修」「教育研究諸団体が行う研修」「校内研

修」等を、相互に関連させながら進め、全体として調和が図られるようにする。

(2) 県教委・市町村教委が行う研修は、「基本研修」「専門研修」「特別研修」とし、内容が系統

性・発展性のあるものとなるよう十分留意する。

「基本研修」は、教職員としての基本的資質を高める研修及び職務遂行に必要な基本的な知

識・技能・態度等の向上を図るための研修で、若手教員研修（初任者研修会、２年次教員研修

会、３年次教員研修会）、教職経験者研修（６年次教職員研修会、中堅教諭等資質向上研修会、

16年次教職員研修）、 主任研修、管理職研修、職務研修（幼稚園教諭、養護教諭、栄養教諭、

実習教員、学校事務職員、学校栄養職員、校務助手の研修）等を指す。

「専門研修」は、教科・領域に関する専門性を高めるための研修及び専門的分野に関する職

務遂行上必要な知識・技能の修得や企画・運営等の資質を高めるための研修で、教科・道徳・

外国語活動・総合的な学習の時間・特別活動の指導、生徒指導、進路指導、教育相談、幼児教

育、特別支援教育、福祉教育、情報教育、国際理解教育、健康・安全教育、学校図書館教育、

視聴覚教育、学校管理・運営等を含む。

「特別研修」は、文部科学省・独立行政法人教職員支援機構主催各種研修講座、大学院・大

学派遣研修、教育研究のための派遣研修等である。

(3) 研修を担当実施する県教委・市町村教委事務局各課（室）、教育事務所、県総合教育センタ

ー、市町教育センター、教育研究諸団体（小教研、中教研、高教研、特教研）等、それぞれの

機関・団体の役割分担を明確にするとともに、相互の関連を図り、全体として一貫性・統一性

のある研修が効率的に行われるようにする。

(4) 研修の実施に当たっては、教職員の研修に対する意識・ニーズを十分考慮し、意欲的に取り

組める研修体制とする。

(5) 研修が学校の実状に即して行われるように、研修内容を精選するとともに、研修会の日数・

受講者数・実施時期・運営方法等の適正化に努める。また、教育事務所や地域単位の実施を考

慮する。

(6) 研修の企画運営においては、関係教育機関・教育研究諸団体との連携を密にし、研修内容や

実施計画の総合的調整に努め、研修成果の向上を図る。

(7) この教職員研修運営要綱は、必要に応じて見直しを行うものとする。

また、各研修については毎年、教職員研修運営協議会の審議を経て、必要な改善を行い、「教

職員研修実施要項」により、周知徹底を図る。

３ 運営上の留意事項

(1) 一人一人の教職員が、教職経験やその職務に応じて研修を積み、適切で必要な研修を深めて

いくことができるように配慮する。

(2) 研修が日常の教育実践に基づき、実践を通して深められ、日々の教育活動に生かされるよう

に運営を工夫する。

(3) 年度当初に、「教職員研修実施要項」等をすべての学校や関係教育機関・教育研究諸団体に

通知し、校内研修や関係教育機関・教育研究諸団体が行う研修が計画的に実施されるようにす

るとともに、教職員が意欲的に研修に参加できるようにする。

(4) 「県教委・市町村教委が行う研修」「教育研究諸団体が行う研修」により、校内研修がさら

に深まるよう配慮する。

(5) 教職員研修にかかわる関係教育機関・教育研究諸団体の会議や行事については、精選・削減

に努め、正常な学校教育活動の確保を図るようにする。

(6）「教職員研修実施要項」に記載されている研修は、中核市（富山市）の教職員の参加も認め

ることができる。


